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県内のスギ人工林の間伐，皆伐によって発生する林地残材について，材直径に対する樹皮厚率および樹皮重量率を調べた。

その結果，材径 10cm 以下では，両樹皮率ともに材径との負の相関があり，樹皮厚率は材径の増加に応じて減少したが，材

径 18cm 以上の林地残材では径との相関は認められなかった。
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Ⅰ　は じ め に

近年，木質バイオマスの新たなエネルギー利用やマ

テリアル用途の展開を目指し，先進的な研究成果や

技術を活用した製造システムの実用化に向けた技術実

証が行われている ( 林野庁　2012a)。木質バイオマス

のうち，間伐や主伐の残滓として林内に残される材，

いわゆる林地残材の利用が期待されている ( 林野庁 

2012b)。

林地残材を原料として利用する際には，チップに加

工して用いることになる。チップは用途に応じて，要

求される種類や品質が異なる。樹皮の混入率はチップ

の品質の一つで，例えば重量当たりの許容混入率につ

いて，製紙用チップで不可～ 4％，MDF やパーティクル

ボード用では 15%，発電用では特に指定がない場合も

あるとの調査例（全国木材チップ工業連合会 2012）や，

バイオエタノールの原料としてスギを使った場合，樹

皮があっても原料として十分に使用することができる

とした報告（池田ら 2009）がある。

林地残材の利用を進めていくにあたって，林地残材

の発生量とその樹皮率が推定できれば，林地残材の収

集可能量を用途別に試算でき，林地残材の収集・利用

計画の策定や樹皮率に応じた出荷先の選定も可能とな

る。このうち林地残材の発生量については，全木集材

した立木の胸高直径を指標として，用材，端材，枝条

の発生量を推定する方法（古川 2012）から，また林地

残材の材径については、岐阜県のスギとヒノキの細り

表（大洞 2008）から推定が可能となった。

そこで本研究では，岐阜県内のスギ人工林の間伐や

主伐で発生した林地残材の材径と樹皮率の関係につい

て調査した。

なお，本研究は農林水産省農林水産技術会議事務局

委託プロジェクト研究「地域資源を活用した再生可能

エネルギーの生産・利用のためのプロジェクト」木質

リグニンからの材料製造技術の開発（平成24～27年度）

の一部として実施した。

Ⅱ　調 査 方 法

　1．試料採取

計測用の試料は，岐阜県美濃市（1 か所），関市（1

か所），および加茂郡七宗町（2 か所）のスギ人工林 4

か所の間伐と主伐で林内に残されている梢端材，根元

や曲がりなどの欠点材など（以下，林地残材）を対象

とした。なお，枝は調査対象外とした。林地残材のう

ち腐れのないものを選び，剥皮が少ない位置で厚さ 5cm

前後の円板を採取し計測用の試料とした。円板の直径

（以下，材径）は，樹皮を含む外周を直径巻き尺で計測

し0.1cm単位で求めた。採取した円板の総枚数は70枚，

　(2017 年 1 月 6 日受付，2017 年 2 月 2 日受理 )
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直径 ｎ 直径 ｎ 直径 ｎ
2.1- 4.0 4 20.1 - 22.0 3 38.1 - 40.0 1

4.1 - 6.0 6 22.1 - 24.0 9 40.1 - 42.0 1

6.1 - 8.0 4 24.1 - 26.0 13 42.1 - 44.0 2

8.1 - 10.0 6 26.1 - 28.0 7 44.1 - 46.0 2

10.1 - 12.0 1 28.1 - 30.0 2 46.1 - 48.0 1

12.1 - 14.0 0 30.1 - 32.0 2 48.1 - 50.0 0

14.1 - 16.0 0 32.1 - 34.0 0 50.1 -52.0 1

16.1 - 18.0 0 34.1 - 36.0 0

18.1 - 20.0 3 36.1 - 38.0 2

表-1.直径階別円板試料数　　　　　　　　               単位：cm,個
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材径は 2.7 ～ 51.8cm である（表－１）。材径 12.1 ～

18.0cm の林地残材は，大半が搬出されていると考えら

れ，各現場とも採取できなかった。

2．樹皮率の測定

樹皮率は，材径に対する樹皮厚の割合（以下，樹皮

厚率）と，木部に対する樹皮の絶乾重量での割合（以下，

樹皮重量率）の 2 種類を求めた。樹皮厚率は，各円板

の円周を 8 等分した各位置の樹皮厚をノギスで測定し，

その平均値を 2 倍し材径に対する比率とし，樹皮重量

率は，円板を樹皮と木部とに分け，105℃で重量変化が

なくなるまで乾燥した後にそれぞれの重量を計測し，

木部に対する樹皮の絶乾重要の比率として求めた。

Ⅲ　結 果 と 考 察

材径と両樹皮率の関係を図－ 1 に示す。横軸は材径，

縦軸はそれぞれの樹皮率 (％ ) である。両樹皮率とも

材径 10cm 以下と 18cm 以上で，材径に対する樹皮率の

傾向は異なった。材径 10cm 以下では，両樹皮率ともに

材径が大きくなると樹皮率は減少した。材径 3cm 前後

の樹皮厚率は 15％程度，樹皮重量率は 22 ～ 25％，材

径 10cm 前後では樹皮厚率 3％　前後，樹皮重量率 6 ～

10％となり，樹皮厚率（r ＝ -0.694,p ＜ 0.01），樹皮

重量率（r ＝ -0.889, p ＜ 0.01）ともに，材径との間

に負の相関が認められた。一方で材径 18cm 以上では，

両樹皮率とも材径との相関は認められなかった。樹皮

厚率は材径によらず約 1 ～ 5％の間に分布，樹皮重量

率は 2.5 ～ 13％の間に分布した。材径と樹皮厚率との

関係は，梶原（1985）による奈良，京都，大分，宮崎

のスギ調査結果（梶原 1985）と同様の傾向であった。

これらの結果から，スギの林地残材をマテリアル用

途で利用展開していくには，どの材径の林地残材に

おいても，用途によっては剥皮が必要となることが判

る。しかし，林地残材は曲り材や材長 1 ｍ以下の材が

多いため，剥皮は容易ではなく，製材用原木の剥皮に

比べて作業コストは高くなることが予想される。剥皮

作業に必要なコストに見合うだけの原料価格を設定で

きるかどうかが，林地残材の用途選定にとって重要な

要因である。10cm 以下の林地残材では，材積が小さい

うえに樹皮率が高いため，剥皮を必要とするような用

途ではコスト的に適していない。このような用途には，

18cm 以上の林地残材の利用を考えるべきである。

しかし，スギは品種や生育条件によって樹皮率は異

なる（梶原 1985）。品種による樹皮率の違いや，ヒノ

キなどその他の樹種についての調査が必要である。ま

た，林地残材の利用促進のためには，低コストでの収

集運搬システムと安定供給体制づくりが欠かせない。

そのためには用途に応じた品質ごとの資源状況を把握

する必要がある。本研究では，スギのみではあるが，

品質の一つである樹皮率について，材径との関係をあ

る程度明らかにすることができた。
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